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1 日本原子力研究開発 

HTTR(高温工学試験研究炉)の適合性審査の項目のひとつである多量の放射性物質を放出するおそれのある事

故への対策について、事故選定の考え方、選定された事故が生じた際の原子炉挙動の評価方法と評価結果、さら

にその時の対策について報告する。 
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1. 緒言 

HTTR(高温工学試験研究炉)では、新規制基準から新たに評価、対策を求められることとなった「多量の放射

性物質等を放出する事故(以下、「BDBA」という。)の拡大の防止」について、事象選定の考え方を整理し、BDBA

が発生した際の原子炉の挙動を評価した。また BDBA 時にあっても実行しうる影響緩和策について検討した。 

2. BDBA時の原子炉挙動 

2-1. 事象選定の考え方 

HTTR の原子炉にかかる BDBA としては、自然現象等の共通原因となる外部事象や施設の特徴を踏まえた内

部事象に起因する多重故障を考慮し、設計基準事故のうち放射性物質の放出量が最大となる 1 次冷却設備二重

管破断事故に、「止める」、「冷やす」、「閉じ込める」のそれぞれの機能喪失を重畳させた 3 つの事象を選定した。 

2-2. 評価方法 

BBDA 事象発生時の原子炉内の温度変化を、設計基準事故の解析に用いた BLOOST-J2 コードと TAC-NC コー

ドを結合させた TAC/BLOOST コード[1]により実施した。なお、BDBA は設計基準事故の解析と異なり最適評価

を行うため、ブロック内の輻射伝熱を考慮するほか、炉心半

径方向熱伝導率について最適値を用いた。 

3. 評価結果と対策 

評価の結果、3 つの BDBA 事象いずれにおいても、燃料温

度は図 1 に示すように、許容設計限界温度 1600℃に到達し

ないことを明らかにした。また停止機能喪失、冷却機能喪失

が重畳する 2 事象では、原子炉格納容器の内圧が最高使用圧

力を上回らないため、多量の放射性物質等を放出することが

ないことを明らかにした。対策として、いずれの事象におい

ても事象収束を早めるための措置をとるが、特に閉込め機能

喪失時には、原子炉建家からの放射性物質の放出が、より高

所からなされることを促す影響緩和策を講じることとした。 

4. 結論 

HTTR における BDBA 事象を定め、この場合であっても燃料が損傷しないことを明らかにした。また、成立

性の高い簡便な措置により影響緩和が図れることを示し、HTTR の原子炉設置変更許可を取得に寄与した。 
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図 1 1次冷却設備二重管破断に炉容器冷却設

備の冷却機能喪失が重畳した際の燃料温度 
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